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を集め、 1948年には在日大韓基督教会σheKorean Christian Church in Japan）を再
126 
建した。 1968年、宣教60周年を記念し、宣教基本政策を打ち出し、日本と世界
教会とエキュメニカルな交わりを深め、在日同胞への伝道と人権擁護運動に貢
献し、小ながらも、全国初の教会と約6,000名の会員を数える。二、三世が中心
を占め、日本人会衆もいて、礼拝は日韓両語である。デイアスポラの多文化状
況でのアイデンテイティーの聞いを含めた、 70年代からの「寄留者の神学（A
Theology of Sojoumers)Jも芽ばえ、世界の移民・難民の状況における宣教諭とし
て注目されている。
*2000年2月17日に開催された李仁夏氏の公開講演会は、「朝鮮植民地支配の歴
史的文脈とキリスト教宣教」の演題で行われた。
